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連
載
・
イ
ベ
ン
ト

◆第3回 建設・測量 生産性向上展
（CSPI-EXPO）〜次世代を担う最

先端技術が一堂に〜
会期：2021年5月12日（水）～ 14
日（金）▷開催時間：10：00 ～
17：00（14日のみ16：00まで）▷
会場：幕張メッセ（千葉県千葉
市美浜区中瀬2-1）▷主催：建設・
測量生産性向上展実行委員会/
問合せ：運営事務局03-3237-
3430

◆ 自 治 体 総 合 フ ェ ア2021 （第25
回）
会期：2021年5月12日（水）～ 14
日（金）▷開催時間：10：00 ～
17：00▷会場：パシフィコ横浜 
展示ホールA（神奈川県横浜市西
区みなとみらい1-1-1）▷入場料：
無料（原則は招待券持参者・事
前登録者、ただし当日登録者も
可）▷主催：一般社団法人日本
経 営 協 会/問 合 せ：https://
www.noma.or.jp/tabid/785/Def
ault.aspx

◆JECA FAIR 2021 ～ 第69回 電 設
工業展～

会期：2021年5月26日（水）～ 28
日（金）▷開催時間：10：00 ～
17：00（26日 は10：30か ら、28
日は16：30まで）▷会場：イン
テックス大阪3・4・5号館（大阪
府大阪市住之江区南港北1丁目
5-102）▷入場料：無料（事前登
録制）▷主催：一般社団法人日
本電設工業協会/問合せ先：03-
5413-2163

◆自動車技術展：人とくるまのテ
クノロジー展2021　横浜
会期：2021年5月26日（水）～ 28
日（金）▷開催時間：10：00 ～
18：00（最終日のみ17：00まで）
▷会場：パシフィコ横浜（神奈
川県横浜市西区みなとみらい
1-1-1）▷入場料：無料（事前登
録制）▷主催：公益社団法人自
動車技術会/問合せ：展示会事
務局03-5542-0811（大成社内）

◆【九州】アグロ・イノベーショ
ン2021（同 時 開 催： 第3回 九 州
猛暑対策展／第1回 九州労働安
全衛生展／災害リスク対策推進
展 九州／第3回 九州観光・ホテ
ル産業展2021 ／九州都市開発・
建設総合展2021 ／九州ホーム 
& ビルディングショー 2021）

会期：2021年6月16日（水）～ 17
日（木 ）▷ 開 催 時 間：9：30 ～
16：30▷会場：マリンメッセ福
岡 A館（福岡県福岡市博多区沖
浜町7-1）▷入場料：1,000円（事
前登録証持参者は無料）▷主催：
一般社団法人日本能率協会/問
合せ：事務局03-3434-1988（日
本能率協会 産業振興センター
内）

◆自動車技術展：人とくるまのテ
クノロジー展2021　名古屋
会期：2021年6月30日（水）～ 7月
2日（金）▷開催時間：10：00 ～
18：00（最終日のみ17：00まで）
▷会場：ポートメッセなごや（愛
知県名古屋市港区金城ふ頭2丁
目2）▷入場料：無料（事前登録
制）▷主催：公益社団法人自動
車技術会/問合せ：展示会事務
局03-5542-0811（大成社内）

●東南アジアにおける水素エネル
ギーの将来展望－インドネシア・
マレーシア編－
会期：2021年4月22日（木）▷開
催 時 間：11：00 ～ 14：10▷ 開
催方法：オンライン開催 （Zoom
ウェビナー利用）▷参加費：無

料（事前申込制）▷言語：英語▷
主催：国立研究開発法人新エネ
ルギー・産業技術総合開発機構
（NEDO）バンコク事務局▷詳細・
登 録 先：https://hydrogen-
webinar2021.yolasite.com/

●NPO法人農都会議 バイオマスア
カデミー第6回 オープンセミナ
ー『バイオマス熱利用の普及拡
大への道筋』―2月15日政策提
言の具体化、正しい熱利用技術
の実践法―
会期：2021年4月23日（金）▷開
催 時 間：13：20 ～ 16：50▷ 開
催方法：オンライン開催 （Zoom
ウェビナー利用）：千代田区立
日比谷図書文化館4階小ホール
をスタジオにして実施▷参加費：
無料（事前申込制）▷主催：NPO
法人農都会議 バイオマスアカ
デミー▷登録先：https://ux.
nu/Pcv0H /詳細：http://blog.
canpan.info/bioenergy/archi
ve/338

●日本機械学会講習会「エネルギ
ー設備の保守点検の最前線」 ～
再生可能エネルギーから，原子
力，火力まで～
会 期：2021年5月13日（木 ）・14

日（金）▷開催時間：13：30 ～
16：40（両日とも）▷開催方法：
Zoomによるリモート▷聴講料：
会員・協賛学協会会員＝4,000
円（学生員2,000円）／会員外＝
8,000円（一般学生4,000円）▷主
催：一般社団法人日本機械学会
/問合せ先：03-5360-3505

●第28回燃料電池シンポジウム
会 期：2021年5月27日（木 ）・28
日（金）▷開催方法：会場・オン
ラインの併用▷会場：タワーホ
ール船堀2階（東京都江戸川区船
堀4-1-1）▷詳細・参加申込：ht
t p s : / / w w w . f c d i c .
com/2021/02/7445/▷ 参 加 費：
各種あり要確認▷会場参加：
200名限定（先着順）＊定員に達
した場合は当日の現地参加不可
／リモート参加には参加人数に
上限無し▷主催：一般社団法人
燃料電池開発情報センター（FCD
IC）＊27日（木）シンポジウム終
了後に交流会に替わり情報交換
会を実施予定（参加無料）

新エネルギー関連
イベントカレンダー（4月～ 6月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会

展示会

小野寺直氏の近影

胡錦濤主席から送られた書「勇挙高峰」

3.11東日本大震災の10年目の講話と読経
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▼
出
会
い
と
注
目

今
年
４
月
９
日
、
英
国
女

王
の
夫
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
陛
下

（
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
公
）
が
99

歳
10
カ
月
で
崩
御
さ
れ
た
。

ギ
リ
シ
ア
の
王
家
に
１
９
２

１
年
に
誕
生
し
、
１
９
５
２

年
に
女
王
の
即
位
と
と
も
に

王
家
の
存
立
に
務
め
て
こ
ら

れ
た
。
ウ
イ
ン
ザ
ー
城
で
公

務
し
、
同
城
で
旅
立
た
れ

た
。
王
権
は
女
王
が
持
ち
、

フ
ィ
リ
ッ
プ
殿
下
は
そ
の
補

佐
の
立
場
で
あ
っ
た
。
殿
下

は
、
英
国
と
欧
州
、
そ
し
て

何
よ
り
も
王
室
の
安
寧
を
望

む
の
が
求
め
た
人
生
と
な
っ

た
。日

本
の
歴
史
に
お
い
て

も
、
安
寧
を
い
ま
は
陰
か
ら

望
ん
で
い
る
人
物
が
い
る
。

今
回
、
紹
介
す
る
小
野
寺
直

氏
（
１
９
４
５
年
１
月
～
）

で
あ
る
。
後
醍
醐
天
皇
の
正

裔
で
南
主
、
第
１
１
１
代
当

主
の
方
で
あ
る
。
小
野
寺
氏

は
、
明
治
維
新
の
時
に
仙
台

藩
に
よ
り
擁
立
さ
れ
た
通

称
、
東
武
皇
帝
の
曾
孫
に
あ

た
る
。
同
氏
を
知
る
人
は
少

な
い
。
知
れ
ば
そ
の
存
在
の

大
き
さ
に
驚
愕
で
あ
る
。
現

在
の
天
皇
家
（
政
体
天
皇
）

と
双
璧
を
な
す
家
系
で
あ
る

か
ら
で
あ
る
。

日
本
の
歴
史
を
見
る
と
、

誤
解
や
不
可
解
な
点
が
あ

り
、
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
由
が
内
在
す
る
。

英
国
で
も
日
本
で
も
史
実
と

は
異
な
る
事
柄
が
あ
る
。
副

題
に
掲
げ
た
「
歴
史
と
は
、

過
去
と
現
在
の
対
話
で
あ

る
」
は
英
国
の
歴
史
学
者
、

Ｅ
Ｈ
カ
ー
の
コ
メ
ン
ト
で
あ

る
が
、
小
野
寺
氏
の
た
め
の

言
葉
と
も
感
じ
ら
れ
る
。

筆
者
が
同
氏
の
存
在
を
知

っ
た
の
は
６
年
ほ
ど
前
に
な

る
。
ま
ず
、
そ
の
辺
り
か
ら

紐
解
い
て
い
き
た
い
。

▼
石
飛
氏
に
よ
る
紹
介

の
天
皇
が
所

持
し
そ
の
血

脈
に
お
い
て

代
々
継
承
し

て
き
た
。）

と
記
載
さ
れ

て
い
る
。

▼
南
・
北
皇
統
問
題

天
皇
権
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
「
三
種
の
神
器
」
を
小
野

寺
直
氏
は
所
持
し
て
い
る

が
、
政
体
天
皇
が
持
っ
て
い

る
と
い
う
神
器
は
、
誰
も
見

た
こ
と
が
な
い
ば
か
り
か
、

見
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
さ

れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ

で
、
自
身
が
所
持
し
て
い
る

神
器
を
公
開
し
て
、
真
偽
の

疑
問
を
取
り
払
う
こ
と
に
し

て
い
る
と
い
う
。

実
は
、
明
治
44
年
３
月

に
、
枢
密
院
は
「
南
朝
正

統
」
を
決
議
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
議
長
が
山
縣
有
朋
、

総
理
大
臣
が
桂
太
郎
、
提
案

者
・
犬
養
毅
ほ
か
88
名
に
よ

り
、
議
決
さ
れ
、
官
報
に
記

載
さ
れ
、
各
都
道
府
県
に
通

達
さ
れ
て
い
る
事
実
が
あ

る
。
し
か
し
こ
れ
は
守
ら
れ

ず
、
解
決
の
た
め
に
犬
飼
内

閣
は
、
満
州
に
理
想
の
国
家

を
建
設
し
、
南
主
を
奉
戴
し

よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
犬

養
総
理
は
５
・
15
事
件
で
暗

殺
さ
れ
、
そ
の
後
、
開
戦
、

敗
戦
と
な
っ
た
。
そ
し
て
新

憲
法
の
制
定
で
、
南
・
北
皇

統
問
題
は
、
正
し
く
解
決
さ

れ
て
は
い
な
い
。
こ
の
辺
の

事
情
は
、
む
し
ろ
中
国
で
は

理
解
し
て
お
り
、
胡
錦
濤
国

家
主
席
は
、
２
０
０
８
年
、

小
野
寺
直
氏
に
、「
勇
挙
高

峰
」（
共
に
険
し
い
高
い
山

を
目
指
し
登
ろ
う
）
を
揮
毫

し
贈
っ
て
い
る
。

小
野
寺
氏
は
、
現
在
の
様

子
を
達
観
し
、「
天
皇
は
権

力
で
は
な
く
、
権
威
の
象
徴

で
あ
る
。」
と
、
自
著
に
書

い
て
い
る
。

▼
東
日
本
大
震
災
は

　
領
民
の
苦
難

小
野
寺
氏
に
は
、
筆
者
の

活
動
に
お
い
て
も
「
権
威
」

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
今

年
、
３
月
11
日
は
、
東
日
本

大
震
災
の
10
年
目
に
あ
た

り
、
全
国
で
記
念
の
行
事
が

行
わ
れ
た
。
筆
者
の
運
営
す

る
洸
楓
座
で
も
、
記
念
行
事

を
行
っ
た
。
再
度
、
洸
楓
座

の
説
明
に
な
る
が
、「
洸
」

の
さ
ん
ず
い
が
水
力
を
、
旁

の
光
が
太
陽
光
を
、「
楓
」

の
木
偏
が
バ
イ
オ
マ
ス
、
旁

の
風
が
風
力
を
、「
座
」
の

土
が
地
熱
を
、
二
つ
の
人

は
、
上
記
５
つ
の
自
然
エ
ネ

筆
者
は
新
橋
駅
前

の
国
際
善
隣
会
館
に

一
般
社
団
法
人
洸
楓

座
を
登
録
し
事
務
所

を
も
つ
。
そ
の
国
際

善
隣
協
会
の
会
員
で

も
あ
り
、
地
域
振
興

や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

普
及
、
さ
ら
に
は
文

化
芸
能
活
動
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
同
協

会
に
入
会
を
勧
め
て

先
述
の
石
飛
氏
は
、

「
天
の
下
つ
く
ら
し
し

大
神
の
御
門
こ
こ
に
あ

り
、
故
に
三
刀
屋
と
い

う
」
と
謂
れ
の
あ
る
島

根
県
の
三
刀
屋
の
生
ま

れ
で
、
日
本
の
ル
ー
ツ

を
調
べ
る
東
京
東
ア
ジ

ア
文
化
交
流
会
を
主
宰

し
て
い
る
。
同
氏
は
、

『
日
本
主
義
』
と
い
う

季
刊
誌
に
調
査
論
文
を

多
数
発
表
し
て
い
る

が
、
２
０
０
９
年
秋
に

く
れ
た
の
は
、
週
刊
誌
『
女

性
自
身
』
の
元
記
者
で
あ
り

演
劇
人
で
も
あ
る
、
石
飛
仁

氏
で
あ
る
。
同
氏
は
、
ル
ポ

ラ
イ
タ
ー
と
し
て
、
花
岡
事

件
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
し
て

い
る
。
そ
の
石
飛
氏
が
、
２

０
１
６
年
に
、
大
船
駅
下
車

の
本
門
寺
で
、
葛
飾
北
斎
に

ま
つ
わ
る
展
示
を
行
う
の
で

一
緒
に
行
こ
う
と
の
こ
と
だ

っ
た
。
こ
う
し
て
本
門
寺
に

初
め
て
伺
っ
た
。
当
日
は
、

古
式
豊
か
な
祭
礼
が
あ
り
、

ま
た
記
念
講
演
な
ど
も
あ
っ

た
。
筆
者
に
と
っ
て
は
、
非

日
常
の
出
来
事
を
体
験
し

た
。
閉
会
後
、
石
飛
氏
は
じ

め
数
名
ほ
ど
で
の
２
次
会
が

開
催
さ
れ
た
。
そ
こ
で
身
近

に
、
小
野
寺
氏
の
人
生
、
そ

し
て
立
場
を
知
る
こ
と
が
出

来
た
。

そ
の
後
、
何
度
か
本
門
寺

を
訪
ね
た
。
時
に
は
、
筆
者

だ
け
で
伺
う
こ
と
も
あ
り
、

い
ろ
い
ろ
の
背
景
や
史
実
を

教
え
て
頂
い
た
。
さ
ら
に
話

だ
け
で
な
く
書
籍
や
記
録
な

ど
の
文
献
を
頂
き
、
関
係
す

る
日
本
史
の
勉
強
も
始
め

た
。
し
か
し
、
小
野
寺
氏
の

ル
ー
ツ
に
関
わ
る
南
北
朝

は
、
登
場
す
る
天
子
た
ち
の

縁
戚
閨
閥
や
宮
城
の
在
所
・

地
名
な
ど
が
複
雑
で
あ
り
、

し
か
も
策
略
や
思
惑
、
そ
の

結
果
が
混
迷
で
あ
り
入
門
者

は
理
解
で
き
な
い
。

は
、『
君
は
東
武
天
皇
を
知

っ
て
い
る
か
？
』
と
い
う
小

野
寺
直
氏
に
つ
い
て
詳
細
に

紹
介
し
て
い
る
。

▼
三
種
の
神
器
は

　
天
皇
家
の
証
拠

小
野
寺
氏
の
立
場
は
、
天

皇
や
皇
族
に
関
わ
る
が
、
参

考
に
し
た
本
や
文
献
で
は
、

次
の
記
述
が
あ
る
。

＊
政
体
天
皇
＝
覇
者
に
依
っ

て
、
政
治
に
都
合
良
く
擁
立

さ
れ
た
天
皇

＊
国
体
天
皇
＝
三
種
神
器
を

継
承
、
万
世
一
系
を
保
つ
本

来
の
天
皇

さ
ら
に
説
明
が
あ
る
。

「
三
種
の
神
器
」
を
継
承
し

た
者
の
み
が
天
皇
家
の
本
家

と
な
り
、
失
っ
た
者
は
継
承

者
の
資
格
を
失
う
。
神
器
に

は
、
神
璽[

し
ん
じ]

（
勾

玉
）、
剣
、
鏡
が
あ
る
。
剣

は
血
統
（
父
系
）
の
象
徴
、

神
璽
は
国
権
太
陽
神
で
の
象

徴
で
、
胎
児
の
カ
タ
チ
を
し

て
い
る
。
鏡
は
、
自
分
の
顔

が
映
り
、
天
皇
と
し
て
父
母

の
血
脈
を
受
け
た
自
分
の
顔

と
い
う
意
味
が
重
ね
ら
れ
て

い
る
。

伺
っ
た
あ
る
と
き
、
文
献

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
勾
玉
や

剣
、
印
璽[
い
ん
じ]

（
天
皇

の
印
）、
古
文
書
な
ど
の
実

物
を
見
せ
て
頂
い
た
。

小
野
寺
氏
の
書
籍
に
よ
れ

ば
、「
剣
」
は
天
叢
雲
剣[
あ

め
の
む
ら
く
も
の
つ
る
ぎ]

と
壺
居
剣[

つ
ぼ
い
の
つ
る

ぎ]

の
二
つ
一
組
を
所
有

し
、「
神
璽
」
は
八
尺
瓊
勾

玉[

や
さ
か
に
の
ま
が
た
ま

]

、
勾
玉
が
大
小
一
組
（
ス

メ
ル
皇
帝
が
所
持
し
以
来
そ

の
血
脈
に
お
い
て
代
々
継
承

し
て
き
た
。）、
ま
た
「
鏡
」

は
八
咫
御
鏡[

や
た
の
み
か

が
み]

の
一
つ
（
古
代
日
本

ル
ギ
ー
を
進
め
る

人
々
の
意
味
を
表
し

て
い
る
。
そ
こ
で
、

東
日
本
大
震
災
で
の

犠
牲
者
を
鎮
魂
し
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
用
を
進
め
脱
原
発

に
す
る
こ
と
が
究
極

の
防
災
対
策
で
あ
る

と
い
う
趣
旨
か
ら
、

記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
た
。

そ
の
鎮
魂
と
黙
祷
の
祭
祀

を
小
野
寺
氏
に
お
願
い
し

た
。
千
葉
県
に
は
誕
生
寺
が

あ
り
日
蓮
宗
の
僧
侶
は
多

い
。
し
か
し
、
東
日
本
大
震

災
は
、
仙
台
を
は
じ
め
と
す

る
東
北
の
被
害
で
あ
っ
た
。

こ
の
鎮
魂
に
は
、
仙
台
藩
に

所
縁
の
あ
る
小
野
寺
氏
が
最

適
で
あ
る
と
思
い
、
大
船
に

出
向
き
依
頼
し
た
。
快
諾
し

て
頂
き
当
日
を
迎
え
た
。
い

す
み
市
で
は
鳥
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
も
あ
り
、
ま
た
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
も
発
生
し
て
お

り
、
小
野
寺
氏
に
は
、「
命

の
大
切
さ
」
に
つ
い
て
、
講

話
し
て
頂
き
、
さ
ら
に
３
１

１
の
地
震
が
発
生
し
た
14
時

46
分
に
、
黙
祷
を
先
導
し
て

頂
い
た
。

南
無
妙
法
蓮
華
経

南
無
妙
法
蓮
華
経

南
無
妙
法
蓮
華
経

当
日
は
快
晴
。
太
平
洋
の

青
い
海
原
を
前
に
、
周
囲
に

同
氏
の
読
経
、
と
く
に
「
南

無
」
の
発
辞
が
響
い
た
。
天

皇
は
国
籍
も
、
姓
も
持
た
な

い
。
い
ま
小
野
寺
氏
は
、
仮

の
姓
と
大
日
本
の
歴
史
観
を

持
っ
て
生
き
て
い
る
。

【
文
献
】

①
石
飛
仁
、『
君
は
「
東
武

天
皇
」
を
知
っ
て
い
る
か
』、

日
本
主
義[

第
７
号]

（
２
０

０
９
／
秋
）

②
小
野
寺
直
、『
世
界
の
盟

主　

大
日
本
皇
統
と
は
』
大

日
本
璽
府
広
報
出
版
局
、

（
２
０
１
２
）

③
小
野
寺
直
、『
も
う
ひ
と

り
の
天
皇
』
成
甲
書
房
、

（
２
０
１
５
）

④
小
野
寺
直
・
吉
田
日
光
、

『
日
蓮
大
聖
人　

法
華
経
の

真
実
』、
白
陽
社
、（
２
０
１

７
）


